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発
が
ん
性
の
疑
い
が
あ
る
有
機
塩
素
系
化
学
物
質
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

一
，
一
，
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
）
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
全
国
的
に
問
題
に
な
つ
て
い
る
。
京
都
市
で
も
厚

生
省
の
暫
定
水
質
基
準
の
三
百
十
七
倍
と
い
う
汚
染
井
戸
を
は
じ
め
、
調
査
対
象
井
戸
の
八
四
％
以
上
が
汚
染
さ

れ
て
い
る
。
京
都
市
の
場
合
、
伝
統
的
な
豆
腐
製
造
が
六
百
六
軒
、
酒
類
製
造
が
四
十
三
軒
等
が
あ
り
、
井
戸
水

の
美
味
さ
が
味
の
良
さ
に
な
つ
て
い
る
。
京
都
市
当
局
は
、
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
水

道
水
へ
の
転
換
を
す
す
め
て
い
る
が
、
井
戸
水
を
使
用
し
な
い
と
伝
統
的
な
味
を
出
せ
な
い
こ
れ
ら
の
人
達
の
死

活
問
題
と
な
つ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
問
題
に
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
十
年
以
上
前
に
な
る

が
、
環
境
庁
が
実
態
調
査
に
の
り
だ
し
た
の
は
五
十
七
年
度
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
り
、
す
で
に
高
濃
度
か
つ
広
範 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

囲
に
ひ
ろ
が
つ
て
い
た
。
現
在
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
有
機
塩
素
系
溶
剤
は
、
年
間
約
二
十
六
万
ト
ン
生
産

さ
れ
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
製
造
前
工
程
等
の
金
属
部
品
脱
脂
洗
浄
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
政
府
は
、
暫
定
的
な
水

質
・
排
水
管
理
目
標
の
設
定
及
び
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
適
正
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
措
置
を
行
い
、
五
十
九

年
度
か
ら
環
境
庁
が
構
造
解
明
及
び
制
度
問
題
の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
現
在
に
至
つ
て
も
抜
本
的
な
対
策
を
打

ち
出
し
え
て
い
な
い
。
発
生
源
の
原
因
者
責
任
の
特
定
を
困
難
に
さ
せ
る
ほ
ど
長
期
間
に
わ
た
つ
て
汚
染
の
拡
大

を
見
過
ご
し
て
き
た
政
府
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

共
産
党
は
、
水
質
の
汚
濁
防
止
の
た
め
工
場
排
水
基
準
を
厳
し
く
し
、
総
排
水
量
と
汚
染
物
質
の
総
量
規
制
を

行
い
、
監
視
体
制
の
確
立
を
強
く
主
張
し
て
き
た
が
、
現
状
の
有
機
塩
素
系
化
学
物
質
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の
拡

大
は
、
古
都
京
都
の
伝
統
的
な
味
を
守
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
八
百
十
四
万
人
の
飲
用
井
戸
水
使
用
者
を

は
じ
め
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
地
下
水
汚
染
防
止
の
対
策
は
、
緊

急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

四 

 



 

一 

地
下
水
汚
染
機
構
の
究
明
と
使
用
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

1 

厚
生
省
は
、
六
十
二
年
に
飲
用
井
戸
等
衛
生
対
策
要
領
を
ま
と
め
汚
染
実
態
の
把
握
及
び
水
質
の
検
査
等

の
汚
染
対
策
を
都
道
府
県
に
指
導
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
汚
染
経
路
等
の
実
態
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
発

生
源
に
対
す
る
指
導
も
不
十
分
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
京
都
市
の
場
合
、
右
京
区
の
Ｉ
Ｃ
工
場
付
近
の
井

戸
か
ら
管
理
目
標
の
五
倍
以
上
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
二
十
六
倍
以
上
の
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が

検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
井
戸
の
八
四

%
か
ら
検
出
さ
れ
る
と
い
う
あ
ま
り
に
も
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
お

り
、
市
の
独
自
調
査
で
は
汚
染
経
路
の
特
定
が
困
難
に
な
つ
て
い
る
。
政
府
は
、
飲
用
水
の
安
全
確
保
の
た

め
、
自
ら
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
て
本
格
的
な
実
態
調
査
を
行
い
、
地
下
水
汚
染
機
構
を
解
明
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

厚
生
省
は
、
六
十
年
度
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
が
排
液
処
理
装
置
を
設
置
し
た
場
合
、
環
境
衛
生
金
融
公 

五 

 



 

2 

有
機
塩
素
系
の
溶
剤
の
保
管
、
使
用
及
び
廃
棄
等
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
政
府
自
ら
が
正
確
、
迅
速
に
把

握
し
て
必
要
な
対
策
を
と
る
べ
き
だ
が
、
政
府
は
現
在
ど
の
よ
う
に
実
態
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。 と

り
わ
け
、
六
十
年
度
に
環
境
庁
が
行
つ
た
Ｉ
Ｃ
産
業
実
態
調
査
は
、
全
国
九
十
八
工
場
の
う
ち
た
つ
た

十
ヵ
所
の
工
場
の
調
査
結
果
で
あ
り
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
も
地
下
水
に
つ
い
て
は
調
査
し
た
井
戸

二
十
八
本
中
一
本
か
ら
〇
・
〇
三
五
㎎

/
1
が
検
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
製
造
工
程
、
貯
蔵
及
び
廃
棄
等
の
実
態
を
改
め
て
把
握
し
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 

庫
の
貸
付
を
指
導
し
て
い
る
。
政
府
は
、
酒
類
等
の
製
造
所
が
簡
易
な
蒸
気
吹
込
等
ば
つ
気
方
式
等
の
処
理

装
置
を
設
置
し
た
場
合
、
助
成
及
び
長
期
で
低
利
な
融
資
の
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
排
水
処
理
に
つ
い
て
は
暫
定
排
水
基
準
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
問
題
に
し
て
い
な
い
が
、
活
性
炭 

六 

 



 

4 

米
国
で
は
、
五
十
六
年
に
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
の
地
下
タ
ン
ク
か
ら
の
漏
洩
事
故
で
子
供
百
十
七
人
を
含

む
二
百
六
十
七
人
が
被
害
を
受
け
、
う
ち
死
者
十
三
人
や
多
数
の
流
産
、
が
ん
、
皮
膚
病
、
血
液
障
害
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
教
訓
か
ら
米
国
で
は
、
C
o
r
t
e
s
法
を
制
定
、
及
び
有
害
物
質
貯
蔵
許
可
条

例
の
制
定
等
の
対
策
を
講
じ
、
企
業
側
も
地
下
タ
ン
ク
の
廃
止
や
二
次
容
器
の
設
置
等
を
行
つ
て
い
る
。
日 

3 

環
境
庁
は
、
五
十
九
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
地
下
水
汚
染
機
構
解
明
の
た
め
の
調
査
を
行
つ
て
お
り
、

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
対
処
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
国
会
に
お
い
て
も
答
弁
し
て
い
る
。
政
府
は
早
急

に
結
論
を
出
し
排
水
規
制
等
の
具
体
的
対
策
を
し
め
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

政
府
は
、
汚
染
防
止
装
置
の
早
急
な
開
発
及
び
有
機
塩
素
系
溶
剤
に
か
わ
る
代
替
溶
剤
の
開
発
を
促
進
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

吸
着
装
置
等
の
排
水
処
理
装
置
は
排
水
中
に
油
分
が
混
入
す
る
と
効
果
が
極
端
に
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
系
統
的
な
追
跡
調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

七 

 



 

二 

法
令
の
整
備
に
よ
る
排
水
規
制
及
び
使
用
抑
制
に
つ
い
て 

2 

地
下
水
は
、
そ
も
そ
も
水
質
汚
濁
防
止
法
の
目
的
で
あ
る
「
公
共
用
水
域
の
水
質
の
汚
濁
の
防
止
」
と
い
う

公
共
用
水
域
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
汚
染
に
対
す
る
法
規
制
が
な
い
。
従
つ
て
、
同
法
第
十
四
条 

1 

六
十
年
度
の
厚
生
省
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
に
よ
る
水
道
水
源
の
水
質
基
準
を
超
え
る
汚
染
状
況

調
査
に
よ
る
と
、
三
十
五
の
浄
水
場
が
取
水
停
止
及
び
十
四
の
浄
水
場
が
処
理
導
入
の
措
置
を
行
つ
て
い
る
。

厚
生
省
は
、
五
十
九
年
に
水
道
に
お
け
る
暫
定
的
な
水
質
基
準
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
水
道
法
に
よ

る
水
質
基
準
の
な
か
に
有
機
塩
素
系
溶
剤
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
水
質
検
査
等
が
不
十
分
に
な
つ
て
い
る
。
有

機
塩
素
系
溶
剤
に
つ
い
て
法
に
よ
る
規
制
を
明
確
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

本
に
お
い
て
も
万
が
一
に
も
事
故
が
起
き
な
い
と
は
い
え
ず
、
し
か
も
こ
れ
以
上
の
汚
染
の
広
が
り
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
二
重
壁
及
び
二
次
容
器
の
設
置
と
漏
洩
監
視
等
を
義
務
付
け
た
消
防
法
に
よ
る
危
険
物
規
制
と

お
な
じ
安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

八 

 



 

 

九 

第
五
項
は
「
排
出
水
を
排
水
す
る
者
は
、
有
害
物
質
を
含
む
汚
水
等
が
地
下
に
し
み
込
む
こ
と
と
な
ら
な
い

よ
う
適
切
な
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
の
物
質
は
排
水

規
制
の
有
害
物
質
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
排
水
規
制
も
水
質
基
準
も
な
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
つ
て
い

る
。
法
改
正
を
行
い
排
水
規
制
及
び
水
質
基
準
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

3 

昨
年
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
が

指
定
化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
た
が
、
通
産
省
の
「
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
適
正
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
し
た

が
つ
た
指
導
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
地
下
浸
透
の
抑
制
及
び
排
水
系
へ
の
流
入
防
止
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
疑

問
で
あ
る
。
現
実
に
高
濃
度
で
広
範
囲
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
必
要
な
限
度
に
お
い
て
生
産
及

び
輸
入
量
を
抑
制
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
環
境
庁
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
早
急
に

第
二
種
特
定
化
学
物
質
に
指
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


